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　９月１４日、球磨中学校１年生は、球磨村の名所や文化財を学ぶ球磨
村一周の旅を実施し、郷土の理解を深めました。
　事前に各地域の名所や文化財を学習し、まとめた資料などを基に、神
瀬の大岩阿弥陀堂を見学、村内ではここだけという十二支の彫刻や歴史
２６０年という説明を受けた生徒達は、歴史の重みを感じながらメモを
取っていました。その後、神瀬石灰洞窟では、初めて見た大きな洞窟を
前にびっくりの様子で、洞窟の中にある池に小石を投げ、その深さを確
認していました。
　村内を一周した生徒からは、「初めて知ることができてよかった」な
どの感想が寄せられました。

村内の名所、文化財を学び郷土を理解
「球磨中１年生、球磨村一周の旅」　

発行日／平成22年10月25日

発　行／球磨村役場　　編　集／総務企画課
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�広報「くまむら」　平成２２年 10 月号

村
づ
く
り
の
資
金
（
歳　

入
）

一
般
会
計
（
決
算
の
概
要
）

　

平
成
22
年
度
球
磨
村
議
会
９
月
定
例
会
で
、
平
成
21
年
度

球
磨
村
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

医
療
、
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
の
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
、
国
、
県
か
ら

の
補
助
金
な
ど
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
限
ら
れ
た
予

算
を
最
大
限
に
活
用
し
た
村
の
財
政
運
営
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
に
お
い
て
も
本
村
発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た

め
に
平
成
21
年
度
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
総
額（
村
に
入
っ
た
お
金
）

は
40
億
８
千
35
万
３
千
円
、歳
出
総
額
（
村
が
使
っ
た
お
金
）

は
、
39
億
２
千
４
百
24
万
９
千
円
と
な
り
、
歳
入
総
額
か
ら

平成21年度

決 

算

決
算
審
査
の
報
告

　

９
月
定
例
会
で
豊
永
征
介
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

豊
永
委
員
は
「
審
査
の
結
果
は
、
違
法
な
点
は
見
受
け
ら

れ
ず
、
帳
簿
、
証
憑
書
類
と
合
致
し
て
お
り
、
決
算
係
数
は

正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、予
算
の
執
行
、

収
入
支
出
事
務
の
処
理
及
び
財
産
管
理
に
つ
い
て
も
適
正
で

あ
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
」
と
議
会
に
報
告
し
ま
し

た
。

　

自
主
財
源
と
地
方
交
付
税
や
補
助
金
等
の
依
存
財
源
と
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
平
成
21
年
度
決
算
の
中
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
税
金
額
は
２
億
３
千
６
百
79
万
５
千
円
で
、
昨
年
度
よ
り

１
千
百
32
万
９
千
万
円
の
減
額
（
４
．
５
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
大
幅
な
増
収
は
期
待
で
き
ず
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

前
年
度
か
ら
３
千
９
百
99
万
９
千
円
の
増
額
（
２
．
３
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
交
付
税
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
税
収
等
の
自
主
財
源
や
普
通
交
付
税
の
確
保
に
努
め
、
国
、

県
支
出
金
、
有
利
な
起
債
事
業
等
の
活
用
に
よ
っ
て
財
政
運
営
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【村税の構成】　　　　　（単位：千円）　構成率　％

村 民 税 79,001 33.4%
固 定 資 産 税 126,654 53.5%
軽 自 動 車 税 11,095 4.7%
市町村たばこ税 19,236 8.1%
入 湯 税 809 0.3%
村 税 合 計 236,795 100%

依　

存　

財　

源
（
88
・
１
％
）

依　

存　

財　

源
（
88
・
１
％
）

自
主
財
源

（
11・
９
％
）

自
主
財
源

（
11・
９
％
）

村税 236,795
23,338
10,415

64,549
701

52,973
79,082
17,650

分担金及び負担金

（単位：千円）

使用料及び手数料

財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

地方譲与税

利子割交付金

　地方交付税

国庫支出金

県支出金

村債

配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

その他

（5.8％） 
（0.6％） 
（0.3％） 

（1.6％） 
（0.0％） 
（1.3％） 
（1.9％） 
（0.4％） 

（20.7％） 

（8.6％） 

（14.2％） 

（1.0％）

（0.0％）

（42.3％）

（0.0％） 
（0.0％） 
（0.8％） 
（0.2％） 
（0.1％） 
（0.0％） 

177
78

33,979
8,878
5,476
634

42,584

758

1,727,868

846,228

350,591

577,599

歳入総額　40億8千35万3千円
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豊
か
で
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
へ

（
歳　

出
）

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財

政
の
創
造
性
、
自
立
性
を
更
に
高

め
、「
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
」
を
目
ざ
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
生
活
環
境
の
整
備
、
住
民
の

健
康
増
進
、
教
育
・
文
化
の
振
興

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一般会計決算
歳入歳出額の推移

（単位：百万円）

歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
１
億
５
千
６
百
10
万
４
千
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
経
済
危
機
対
策
交
付
金
事
業
な
ど
の

５
千
７
百
13
万
７
千
円
が
平
成
22
年
度
へ
の
繰
越
財
源
と
な

り
繰
越
明
許
費
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
（
収
入
と
支
出
の

差
）
は
、
９
千
８
百
96
万
７
千
円
と
し
、
平
成
22
年
度
へ
繰

り
越
し
ま
し
た
。

【特別会計決算】　　　（単位：千円）

H20決算 Ｈ21決算
前年比

（％）

1
国民健康保険特

別会計決算

歳入 679,783 669,498 − 2

歳出 562,404 588,088 5

2
老人保健医療特

別会計決算

歳入 112,256 15,701 − 86

歳出 112,241 1,326 − 99

3
後期高齢者医療

特別会計決算

歳入 50,377 52,210 4

歳出 50,271 51,598 3

4
介護保険特別会

計決算

歳入 614,191 587,942 − 4

歳出 579,286 574,472 − 1

5
簡易水道特別会

計決算

歳入 99,393 169,444 70

歳出 78,830 122,305 55

歳出総額  39億2千4百24万9千円
（単位：千円）

議会費 61,306

899,460

796,324

196,615

421,255

19,126

217,469

131,354

732,668

23,778

424,880

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

（1.6％） 

（22.9％） 

（20.3％） 

（5.0％） 

（10.7％） 

（0.5％） 

（5.5％） 

（3.3％）

（18.7％）

（0.6％）

（10.8％）

平
成
21
年
度
は
、
９
億
２
千
６
百
万
円
の
増

　

増
加
し
た
要
因
と
し
て
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
一
勝
地

小
学
校
改
築
工
事
費
、
間
伐
等
森
林
整
備
促
進
事
業
費
、

災
害
普
及
工
事
費
な
ど
約
７
億
円
が
平
成
21
年
度
へ
繰
越

さ
れ
た
こ
と
と
、
平
成
21
年
度
で
は
、
国
の
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
、
経
済
危
機
対
策
交
付
金
等
で
約
２
億
円
の
歳

入
が
あ
り
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
や
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
等
に
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
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球磨村の財政は健全です！（平成 21 年度決算）

　平成 19 年 6 月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、地方公共団体は毎年度の決算
時に健全化判断比率及び資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付したうえで、議会に報告するとともに、
住民に対し公表することが義務付けられました。
　そこで、本村の平成 21 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。

算定した財政指標の内容

　（１）健全化判断比率
　　　①実質赤字比率……… 一般会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
　　　②連結実質赤字比率… �一般会計及び特別会計（国保・介護・老人・後期高齢・簡易水道）の会計を合

算した実質赤字の標準財政規模に対する比率
　　　③実質公債費比率…… 一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率
　　　④将来負担比率……… 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

　（２）資金不足比率…… 公営企業会計ごとの資金の不足額の事業規模に対する割合

　　　※�標準財政規模とは、地方自治体の一般財源（使い道を限定されないお金）の標準的な大きさを示す
指標です。

□健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

□資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　算定の結果、実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、対象となる会計が黒字のため「−（ない）」
となります。
　実質公債費比率については、平成２１年度に返済した公債費（借金）の額が前年度に比べ減少したこ
と等により比率が減少（△０．６）し、早期健全化基準を下回っています。
　将来負担比率については、一勝地小学校改築事業に伴う借り入れを行ったため公債費（借金）の残高
は増加しましたが、基金（預金）が増加したことや、後年度に普通交付税の基準財政需要額へ多く算入
される地方債の割合が増えたことで基準財政需要額算入見込額も増加したため、比率としては前年度よ
り減少（△１２．１）し、早期健全化基準を下回っています。
　また、資金不足比率についても、対象となる簡易水道特別会計が黒字のため「−（ない）」となり、経
営健全化基準に該当する会計はありませんでした。

指　標　名 平成 21 年度 早期健全化基準 財政再生基準 （参考）
平成 20 年度

実質赤字比率 − １５．００ ２０．００ −

連結実質赤字比率 − ２０．００ ４０．００ −

実質公債費比率 ９．０ ２５．０ ３５．０ 　９．６

将来負担比率 ３９．２ ３５０．０ ５１．３

特別会計の名称 平成 21 年度 経営健全化基準
（参考）

平成 20 年度

簡易水道特別会計 − ２０．０ −
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県道高沢一勝地線
時間通行止めについて

　県道舗装工事のため、次のとおり時間通行止めを行い
ます。住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、ご協
力をお願いいたします。

【規制期間】平成２２年１０月２７日（水）
　　　　〜平成２２年１１月３０日（火）

（※工事終了次第、開放します。）
【規制場所】球磨村大字神瀬字荒谷地内
【規制内容】時間通行止め
　※通行止めの時間　　　

　　９：００〜１０：００　１３：００〜１５：００
１０：３０〜１２：００　１５：３０〜１７：００

（お問合せ先）球磨村役場　建設課　☎３２−１１１６

球磨村診療所
休診のお知らせ

　１１月１日から、新たに次の日が休診
日となりますので、皆様にはご迷惑をお
掛けしましが、よろしくお願いします。

（新たに休診となる日）
毎月　第１月曜日 と 第３月曜日

　（お問合せ先）
　　　球磨村診療所
　　　☎０９６６−３２−０３７７

旧一勝地第二小学校校舎活用について説明会を開催します
　小学校の統廃合により、旧一勝地第二小学校の活用について座談会等を開いて活用策を探ってきまし
たが、これまでの経過や内容等の説明会を次の通り開催しますので、是非ご参加ください。

期  日 会  場 時  間
平成 22 年 １１月１日　（月） 毎床公民館

１９：００平成 22 年 １１月４日　（木） 大無田林業センター

平成 22 年 １１月５日　（金） 旧第二小図書室

（お問合せ先）球磨村役場　産業振興課　☎３２−１１１５

特別支援教育記念講演会への御案内

　特 別 支 援 教 育 っ て 、 何？
講師；球磨地域療育センター
　　　　　　　コーディネーター
　　　　　　　療育相談員　田村　禎

ただし

　氏

【開催の目的】
　輝かしい未来を夢みる球磨村っ子の成長を見守りながら、保護者も地域も子ども達の一挙一動に「感動や悦
び」を享受しています。　
　児童生徒ひとり一人の個性《良さ》に繋げ、正しい理解と適切な情報を感受することを目的に開催します。

◆日　時　平成２２年１１月４日（木）　午後７時から午後８時５０分を予定しています。
◆場　所　球磨村生活改善センター　（大広間）　[ 役場庁舎横になります ]

◆主　催　球磨村教育委員会・球磨村特別支援教育連携協議会
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笑
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
り
あ
い

第
31
回　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

く
ま
む
ら

　

10
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）
に
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
で
「
第

31
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
〝
く
ま
む
ら
〟」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日

と
も
に
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
桜
ド
ー
ム
の
他
、
各
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
や

バ
ザ
ー
は
村
内
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
は
、松
村
和
子
さ
ん
で
、ヒ
ッ
ト
曲
「
帰
っ

て
こ
い
よ
」
や
新
曲
な
ど
を
熱
唱
。
シ
ョ
ー
の
途
中
で
は
、
ス
テ
ー
ジ

か
ら
観
客
の
中
に
降
り
て
歌
う
な
ど
、
集
ま
っ
た
お
客
さ
ん
は
握
手
を

求
め
大
喜
び
で
し
た
。

　

初
日
は
、
県
大
会
で
５
年
連
続

金
賞
を
受
賞
し
、
今
年
は
九
州
大

会
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
人
吉
第
一

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
始
ま
り
、
素
晴
ら
し
い
演
奏

に
お
客
さ
ん
も
次
第
に
集
ま
り
、

そ
の
後
、
か
わ
い
い
村
内
保
育
園

児
の
発
表
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
急
流
戦
隊
Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
と
な
っ
た
丸
太
切
り
大
会

で
は
、
10
チ
ー
ム
が
参
加
、
大
き

な
丸
太
に
各
チ
ー
ム
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
外
か
ら
も
フ
ァ
ン
が

訪
れ
た
大
人
気
の
「
い
ろ
は
座
公

演
」
で
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
笑

う
お
客
さ
ん
の
姿
も
あ
り
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
餅
投
げ

が
行
わ
れ
、
投
げ
ら
れ
た
餅
を
拾

お
う
と
ス
テ
ー
ジ
前
な
ど
に
沢
山

の
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
種
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
一
勝
地
地
区
畜
産
会
か
ら
、

球
磨
村
畜
産
会
の
会
長
を
34
年
の

永
き
に
亘
り
村
畜
産
の
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
た
日
隠
武
光
さ
ん
へ
感

謝
状
が
渡
さ
れ
、
続
い
て
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
い
愛
称

を
募
集
し
入
選
さ
れ
た
浦
野
岬
さ

ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
新
名
称
は
、応
募
の
あ
っ

た
「
球
磨
村
創
生
館　

清
流
」
の

一
部
を
採
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
と
な
る
よ
う
「
球

磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

清
流
館
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
称
募
集
に
は
２
１
６
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
吐
合
清
永
さ

ん
と
淋
光
平
さ
ん
の
応
募
作
品
を

補
作
し
、
棚
田
の
里
、
球
磨
村
に

ふ
さ
わ
し
い
「
球
磨
太
郎
（
く
ま

ん
た
ろ
う
）」
と
決
定
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
村
長
と
並
び
入
賞
者

と
握
手
し
な
が
ら
お
祝
い
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
果
実
品
評
会
、
農

林
産
物
品
評
会
、
棚
田
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
、
棚
田
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
入

賞
者
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

ふ
る
さ
と
文
化
交
流
で
は
、
大

瀬
組
太
鼓
踊
り
か
ら
始
ま
り
、
鹿

児
島
県
伊
佐
市
の
下
手
錫
杖
踊
り
、

多
良
木
町
の
上
槻
木
太
鼓
踊
り
、

高
沢
農
婦
踊
り
、住
吉
谷「
や
っ
こ
」

が
披
露
さ
れ
、
各
地
で
継
承
さ
れ

て
い
る
郷
土
芸
能
に
集
ま
っ
た
お

客
さ
ん
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
、
商
工
会
主
催
の
ク

マ
ち
ゃ
ん
シ
ー
ル
抽
選
会
の
後
、

松
村
和
子
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。松
村
和
子
さ
ん
が
ス
テ
ー

ジ
に
登
場
す
る
と
、
桜
ド
ー
ム
に

入
り
き
ら
な
い
く
ら
い
の
お
客
さ

ん
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
、

歌
の
途
中
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
下
へ

降
り
、
お
客
さ
ん
と
握
手
を
し
な

が
ら
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
福
引
大
会
で
は
、
ス
テ
ー
ジ

に
並
べ
ら
れ
た
大
型
テ
レ
ビ
や
洗

濯
機
な
ど
の
豪
華
な
景
品
に
、買
っ

た
券
が
当
た
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、

読
み
上
げ
ら
れ
た
当
選
番
号
と
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
、
好
天
に
恵
ま
れ

た
会
場
で
は
多
く
の
お
客
さ
ん
で

駐
車
場
も
満
杯
に
な
り
、
常
設
テ

ン
ト
、
各
バ
ザ
ー
も
賑
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

歌謡ショーで熱唱する松村和子さん

お披露目される「球磨太郎」くん
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美
味
し
い
秋
の
味
覚
を
出
展

果
実
品
評
会
と
農
林
産
物
品
評
会
を
開
催　

果
実
品
評
会

　

９
月
24
日
、生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
果
実
品
評
会
で
は
、

生
産
者
か
ら
球
磨
村
特
産
の
秋
の

味
覚
「
梨
」
16
点
と
「
栗
」
32
点

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
審
査
で
は
、

球
磨
地
域
振
興
局
農
業
普
及
振
興

課
と
、
Ｊ
Ａ
く
ま
下
球
磨
営
農
セ

ン
タ
ー
の
審
査
員
が
「
栗
」
で
は

大
き
さ
、
形
状
、
玉
揃
い
、「
梨
」

で
は
糖
度
、
形
状
、
玉
揃
い
等
を

厳
正
に
審
査
し
入
賞
者
を
決
定
し

ま
し
た
。

【
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
】（敬

称
略
）

梨
（
新
高
）

　

１
等
賞　

有
瀬　

幸
己
（
毎
床
）

　

２
等
賞　

犬
童　

勝
則
（
毎
床
）

　

３
等
賞　

毎
床　

和
博
（
毎
床
）

栗
（
利
平
）

　

１
等
賞　

鵜
口　

義
弘
（
鵜
口
）

　

２
等
賞　

糸
原　

善
行
（
糸
原
）

　

３
等
賞　

糸
原　

浩
二
（
糸
原
）

栗
（
銀
寄
）

　

１
等
賞　

大
瀬　

泰
介 

（
大
瀬
）

　

２
等
賞　

大
無
田
光
幸（
大
無
田
）

　

３
等
賞　

岡　
　

盛
雄 

（ 

岡 

）

栗
（
筑
波
）

　

１
等
賞　

椎
屋　

哲
哉 

（
椎
屋
）

　

２
等
賞　

大
瀬　

泰
介 

（
大
瀬
）

　

３
等
賞　

田
中　

文
丸 

（
茶
屋
）

農
林
産
物
品
評
会

　

９
月
14
日
、生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
農
林
産
物
品
評
会
で

は
、
果
実
や
野
菜
、
加
工
品
、
林

産
物
な
ど
生
産
者
が
手
塩
に
か
け

た
農
林
産
物
が
並
び
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
球
磨
地
域
振
興

局
農
業
普
及
振
興
課
及
び
Ｊ
Ａ
く

ま
下
球
磨
営
農
セ
ン
タ
ー
の
審
査

員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、

「
果
実
」「
林
産
物
」「
加
工
品
」「
穀

類
」「
野
菜
」
の
分
野
に
分
か
れ
て

１
等
か
ら
３
等
ま
で
順
位
が
決
定

し
ま
し
た
。

【
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
】（敬

称
略
）

「
果
実
の
部
（
梨　

新
興
）
」

　

１
等
賞　

毎
床　

利
夫
（
毎
床
）

　

２
等
賞　

犬
童　

秀
則
（
毎
床
）

　

２
等
賞　

西　
　

文
久
（
毎
床
）

　

３
等
賞　

松
谷　

恭
夫
（
松
谷
）

　

３
等
賞　

犬
童　

勝
則
（
毎
床
）

　

３
等
賞　

有
瀬　

幸
己
（
毎
床
）

「
林
産
物
の
部
」

　

１
等
賞　
大
無
田
シ
ヲ
リ
（
大
無
田
）

　
　
　
　
　
（
干
し
た
け
の
こ
）

　

２
等
賞　

山
口　

マ
ユ
ミ
（
峯
）

　
　
　
　
　
（
干
し
ぜ
ん
ま
い
）

　

３
等
賞　

地
下　

克
彦
（
今
村
）

　
　
　
　
　
（
干
し
わ
ら
び
）

「
加
工
品
の
部
」

　

１
等
賞　

清
藤
ミ
サ
エ
（
宮
園
）

　
　
　
　
　
（
大
根
の
味
噌
漬
け
）

　

２
等
賞　

松
本
ツ
ヤ
子
（
松
本
）

　
　
　
　
　
（
こ
ん
に
ゃ
く
）

　

３
等
賞　

有
瀬　

幸
子
（
毎
床
）

　
　
　
　
　
（
巻
柿
）

「
穀
類
の
部
」

　

１
等
賞　

鵜
口　

義
弘
（
鵜
口
）

　
　
　
　
　
（
夏
豆
）

　

２
等
賞　

内
布
ス
ヤ
子
（
内
布
）

　
　
　
　
　
（
小
豆
）

　

３
等
賞　

有
瀬　

幸
子
（
毎
床
）

　
　
　
　
　
（
黒
豆
）

「
野
菜
の
部
」

　

１
等
賞　

山
口
マ
ユ
ミ
（
峯
）

　
　
　
　
　
（
し
ょ
う
が
）

　

１
等
賞　

内
布
八
千
代
（
内
布
）

　
　
　
　
　
（
イ
ン
ゲ
ン
）

　

２
等
賞　

有
瀬　

幸
子
（
毎
床
）

　
　
　
　
　
（
里
芋
）

　

２
等
賞　

有
瀬　

幸
子
（
毎
床
）

　
　
　
　
　
（
タ
マ
ネ
ギ
）

　

３
等
賞　

岡　

ス
ソ
ノ
（
岡
）

　
　
　
　
　
（
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
）

　

３
等
賞　

松
本　

禮
蔵
（
松
本
）

　
　
　
　
　
（
干
唐
辛
子
）

　

３
等
賞　

大
槻　

國
光
（
大
槻
）

　
　
　
　
　
（
白
菜
）

棚
田
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

○
最
優
秀
賞

　

栗
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｚ
「
ゲ
・
ゲ
・
ゲ
」

○
優
秀
賞

　

渡
小
学
校
あ
す
な
ろ
教
室
３
年
生

　
　
「
む
ぎ
わ
ら
か
ぶ
ち
ゃ
ん
」

○
奨
励
賞

　

鵜
口　

栞
奈
「
棚
田
守
子
」

　

上
野　

勝
則
「
棚
田
の
大
将
」

棚
田
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

○
最
優
秀
賞

　

小
原　

勝
美
（
鹿
児
島
県
）

　
　
「
初
め
て
の
稲
刈
り
体
験
」

○
優
秀
賞

　

横
井
健
一
郎
（
人
吉
市
）

　
　
「
松
谷
棚
田
」

○
奨
励
賞

　

横
井
い
く
子
（
人
吉
市
）

　
　
「
収
穫
の
時
」

　

林　

文
高
（
那
良
口
地
区
）

　
　
「
毎
床
棚
田
」

　

豊
永　

和
臣
（
人
吉
市
）

　
　
「
僕
も
お
手
伝
い
」

○
入
選

　

津
田　

幸
男
（
人
吉
市
）

　
　
「
く
す
り
か
け
」

　

淋　
　

剛　
（
淋
地
区
）

　
　
「
朝
」

　

小
川　

一
弥
（
小
川
地
区
）

　
　
「
大
豊
作
」

農林産物品評会で厳正な審査をする審査員と職員
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長寿を祝い、笑顔絶えない敬老会
５４４名が出席され、８会場で開催

　

球
磨
村
で
は
、
９
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
の
５
日
間
を

「
敬
老
週
間
」
と
し
、
分
会
単
位
で
敬
老
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
か
ら
年
齢
を
１
歳
引
き
上
げ
た
73
歳
以

上
の
方
が
対
象
者
で
、
今
後
も
順
次
75
歳
ま
で
繰
上
げ
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
分
会
も
再
編
後
の
新
た
な
分
会
単
位
と
し
、
対

象
者
は
１
２
８
４
名
で
、
そ
の
内
５
４
４
名
が
出
席
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
桺
詰
村
長
が
「
皆
様
の
元
気
な
お
姿
を
拝

見
し
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
心
か
ら
長
寿
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
施
政
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
『
や
す

ら
ぎ
と
思
い
や
り
の
社
会
づ
く
り
』
を
懸
命
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
注
意
い
た
だ
き
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
ご
指
導
く
だ
さ
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
祝
宴
で
は
、
婦
人
会
や
地
域
の
有

志
が
接
待
を
さ
れ
、
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
に
ぎ
や
か
な
演
出
で
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
敬
老
会
と
な

り
ま
し
た
。
あ
る
会
場
で
は
、
役
場
の
若
手
職
員
に
よ
る

「
お
猿
の
か
ご
や
」
で
敬
老
者
を
祝
福
、
敬
老
者
も
参
加

し
元
気
な
姿
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

○各会場の該当者数と出席者数

会　場 該当者数 出席者数

１分会 １６２ ７４

２分会 １９１ ７８

３分会① ８９ ４８

３分会② ８１ ４９

４分会① １６１ ６１

４分会② １４０ ６３

５分会 ２２７ ９５

６分会 ２３３ ７６

合　計 １, ２８４ ５４４

全体の出席率は４２．４％でした。

参加者も加わり踊りを披露
（２分会会場）

職員も踊りでお祝いしました
（１分会会場）

会場はお祭り模様で大賑わいに
（４分会①会場）

園児から肩もみのサービス
（３分会①会場）

再会と健康を祝して乾杯！
（３分会②会場）

神瀬保育園の竹太鼓で祝福
（６分会会場）

仮装も踊りもおてのもんです
（４分会②会場）

踊りはこぎゃんせんばな！
（５分会会場）

各会場の様子をレポート

笑顔いっぱいの敬老会でした
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小
学
校
再
編
後
、
初
め
て
の
大
運
動
会

渡
小
学
校
と
一
勝
地
小
学
校
で
地
域
と
共
に
盛
会
に
開
催

　

９
月
26
日
に
晴
天
の
秋
空
の
下
、

渡
小
学
校
及
び
一
勝
地
小
学
校
で

秋
の
大
運
動
会
が
、
児
童
や
保
護

者
、
地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
勝
地
小
で
は
初
の
運
動
会

　

今
年
開
校
し
た
一
勝
地
小
学
校

で
は
、旧
校
舎
跡
地
に
建
設
中
だ
っ

た
運
動
場
が
完
成
し
、
真
新
し
い

運
動
場
を
全
校
児
童
96
名
が
堂
々

と
入
場
行
進
を
し
ま
し
た
。　

　

開
会
式
で
は
、
１
年
生
の
遠
原

大
輝
く
ん
と
坂
本
依
望
吏
さ
ん
が

「
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
に
練
習
を
し

て
き
ま
し
た
。
か
け
っ
こ
で
一
番

に
な
り
た
い
、
ダ
ン
ス
を
上
手
に

踊
り
た
い
で
す
。」
と
始
め
の
言
葉

を
述
べ
、続
い
て
中
村
校
長
が
、「
新

し
い
運
動
場
を
し
っ
か
り
と
踏
み

し
め
、
胸
を
張
っ
た
素
晴
ら
し
い

入
場
行
進
で
し
た
。『
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
、
一
人
一
人
が
輝
け

る
運
動
会
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

と
お
り
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
今
日
は
楽
し
い
思

い
出
に
残
る
運
動
会
に
し
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
桺
詰
村

長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
学
校
で
培
っ

て
き
た
も
の
を
基
に
し
て
、
一
勝

地
小
学
校
ら
し
い
伝
統
を
こ
れ
か

ら
み
ん
な
で
創
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
挨
拶
を
し
、
続
い
て
運
動
会
実

行
委
員
長
の
６
年
生
、
福
山
正
晃

く
ん
は
、「
私
達
は
開
校
記
念
大
運

動
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。
今
日
は
一
人
一
人
が
輝

け
る
運
動
会
に
す
る
た
め
に
、
み

ん
な
の
心
を
一
つ
に
し
、
全
力
で

競
技
し
ま
す
。」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
全
員
で
第
１
回

目
の
運
動
会
を
記
念
し
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
大
声
で
読
み
上
げ
た
後
、

風
船
を
大
空
へ
飛
ば
し
徒
競
走
や

演
技
に
入
り
ま
し
た
。

渡
小
で
は
感
動
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　

渡
小
学
校
で
は
、
赤
団
と
白
団

に
分
か
れ
児
童
１
０
６
名
が
優
勝

を
目
ざ
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
１
年
生
の
大
無
田

朱
羽
く
ん
と
長
船
文
音
さ
ん
が「
毎

日
か
け
っ
こ
や
踊
り
の
練
習
に
頑

張
り
ま
し
た
。
今
日
は
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。」
と
開
会
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
川
校
長
が
「
学
校

編
成
後
、
初
め
て
の
運
動
会
で
記

念
す
べ
き
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
暑
い
中
に
『
心
と
体
を
輝
か

せ
、
優
勝
め
ざ
せ
渡
っ
子
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
と
お
り
応
援
団
の
練

習
な
ど
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今

日
は
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
挨
拶
を
し
、
川
口
副
村
長

の
挨
拶
の
後
、
６
年
生
の
中
村
桃

華
さ
ん
と
、池
崎
優
花
さ
ん
が
「
運

動
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
心
を
一

つ
に
輝
か
せ
最
後
ま
で
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
応
援
合
戦
、
素
晴
ら
し
い
組
体

操
で
は
６
段
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見

事
に
完
成
さ
せ
会
場
を
感
動
さ
せ

ま
し
た
。
保
護
者
の
中
に
は
子
ど

も
達
の
成
長
し
た
姿
に
涙
す
る
場

面
も
あ
り
、
児
童
と
保
護
者
、
地

域
が
一
体
と
な
り
盛
り
上
が
っ
た

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

第１回運動会を記念して大空へ風船を飛ばしました

かけっこも力が入ります

白熱した全児童によるリレー

感動の６段ピラミッドを見事完成
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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
・
社
会
体
育
功
労
賞
を
表
彰

 

第
56
回
村
民
体
育
祭

　

10
月
３
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
第
56
回
村
民
体
育
祭
は
、
雨
の

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
午
前
９

時
に
入
場
開
始
と
な
り
、
行
政
区

と
併
せ
て
再
編
さ
れ
た
分
会
で
の

開
催
は
、
今
回
が
２
回
目
の
体
育

祭
で
１
分
会
か
ら
堂
々
の
入
場
行

進
を
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀

賞
と
、
社
会
体
育
功
労
賞
の
表
彰

の
後
、
大
会
会
長
で
あ
る
桺
詰
村

長
が
、「
行
政
区
再
編
後
に
新
し
い

分
会
で
新
し
い
地
域
作
り
が
で
き

る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
今
後
も
村

民
皆
様
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の

環
境
作
り
を
初
め
と
し
て
、
掲
げ

て
い
る
四
本
の
柱
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
熊

本
県
議
会
の
松
田
三
郎
副
議
長
が
、

「
出
場
さ
れ
る
皆
様
の
努
力
が
実
り

ま
す
よ
う
優
勝
を
目
ざ
し
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
さ
れ
ま
し

た
。

　

選
手
宣
誓
は
前
回
優
勝
の
５
分

会
か
ら
毎
床
政
志
選
手
が
、「
日
頃

の
仕
事
の
疲
れ
を
忘
れ
今
日
一
日

楽
し
く
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
い
選
手
宣
誓
を
し
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
演
技
で
は
各
学
校
の

運
動
会
で
練
習
し
た
ダ
ン
ス
や
組

体
操
を
披
露
、
小
雨
の
降
る
中
、

素
晴
ら
し
い
踊
り
と
渡
小
学
校
の

運
動
会
で
も
感
動
を
与
え
た
６
段

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
事
完
成
、集
ま
っ

た
参
加
者
や
お
客
さ
ん
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
短
距
離
走
で
は
、
各
分
会
か

ら
俊
足
の
選
手
が
出
場
し
、
分
会

の
名
誉
に
か
け
て
懸
命
に
走
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
頃
ま
で
は
順
調

だ
っ
た
天
気
も
10
時
頃
か
ら
再
び

雨
が
降
り
始
め
、「
く
り
ひ
り
ゃ
」

の
種
目
の
頃
に
は
大
粒
の
雨
と
な

り
一
次
中
断
、
回
復
を
待
ち
ま
し

た
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
も
悪
化
し

た
た
め
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
帰
っ
て

く
る
の
を
待
ち
中
止
の
決
断
を
し

ま
し
た
。

　

各
分
会
の
テ
ン
ト
で
選
手
が
待

つ
中
、
桺
詰
村
長
が
、「
大
変
残

念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
状
態
も
悪
く
、
続
行
が
出
来
な

い
と
判
断
し
た
た
め
中
止
と
し
ま

す
。」
と
大
会
中
止
を
伝
え
る
挨
拶

を
し
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

【
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

・
淋　

春
男
（
淋
地
区 

69
歳
）

　

（�

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

　
　

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
出
場
）

・
小
川
晃
聖
（
小
川
地
区 

18
歳
）

　

（
全
国
高
校
総
体

　
　
　
　
　

陸
上
競
技
出
場
）

・
球
磨
中
野
球
部

　

（
全
国
中
学
校
体
育
大
会

　
　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
出
場
）

○
社
会
体
育
功
労
賞

・
木
屋
信
廣 

（
上
原
地
区 

59
歳
）

・
清
藤
清
美 

（
黄
檗
地
区 

57
歳
）

・
高
沢
公
徳 

（
高
沢
地
区 

63
歳
）

・
舟
戸
治
生 

（
茶
屋
地
区 

59
歳
）

社
会
体
育
功
労
賞
の
４
名
は
、

旧
分
会
の
分
会
長
と
し
て
永

年
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

堂々の入場行進（前回優勝の５分会）

スポーツ優秀賞の３名

社会体育功労賞の４名

選手宣誓をする毎床政志選手（５分会）

雨の中、ＫＵＭＡＫＯＩ六調子を踊る一勝地小の児童 マラソンのスタート
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東
海
地
区
に
住
む
球
磨
村
出
身

者
及
び
関
係
者
を
会
員
と
す
る
東

海
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第
２
回
総
会
が
、

９
月
18
日
、
名
古
屋
市
の
キ
ャ
ッ

ス
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
球
磨

村
か
ら
桺
詰
村
長
ら
７
人
、
東
海

地
区
か
ら
会
員
20
人
の
合
計
27
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
立
野
好
秋
会
長
の

挨
拶
の
後
、
来
賓
の
桺
詰
村
長
が

近
況
報
告
を
交
え
な
が
ら
「
皆

様
の
ふ
る
さ
と
球
磨
村
で
は
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
都

市
部
に
在
住
の
球
磨
村
出
身
者
の

方
々
と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
球
磨

村
の
振
興
・
発
展
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
来
年
３

月
に
は
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
通

す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
の
便
が
良

く
な
り
、
東
海
地
区
は
交
流
を
進

め
る
上
で
も
大
切
な
地
域
で
あ
る

た
め
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述

べ
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
業
及
び
会
計
報

告
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
員
増
加
の
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
の
提
案
も
あ
り
、
今

後
も
会
員
が
増
加
す
る
よ
う
に
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、
終
了
後
懇
親
会

に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
仲
間
と
の
懐
か
し
い
故
郷
の
想

い
出
話
が
続
き
、
そ
の
後
、
球
磨
村

の
特
産
品
（
梨
、
栗
、
焼
酎
等
）
が

当
た
る
抽
選
会
が
あ
り
、
抽
選
の
た

び
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
立
野
会
長
の
発
案
で
、

出
席
者
に
よ
る
募
金
が
行
わ
れ
、

「
全
国
大
会
に
出
場
し
た
球
磨
中
野

球
部
の
活
躍
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。『
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実
』
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。」
と
桺
詰
村
長
へ
手
渡
さ

れ
、「
球
磨
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

へ
の
寄
附
が
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
も
盛
会
に
開
催

立野会長から村長へ寄付が手渡されました

　

九
州
カ
ワ
セ
ミ

会
の
今
村
勝
之
介

会
長
ほ
か
12
名
の

会
員
が
、「
第
31

回
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
‘
く
ま
む
ら
’」

が
開
催
さ
れ
た
10

月
16
日
・
17
日
に

あ
わ
せ
て
里
帰
り

ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

16
日
午
後
に
球

磨
村
に
到
着
し
た

13
名
は
、
松
谷
棚

田
、
柴
立
姫
神
社
、

球
泉
洞
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
な
ど
村
内
の

観
光
地
を
バ
ス
で
巡
り
、
改
め
て

球
磨
村
の
魅
力
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

16
日
夜
に
は
、石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
で
、
球
磨
村
か
ら
桺
詰

村
長
ら
７
人
も
出
席
し
、
第
４
回

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、「
今
回
、
球
磨
村
内
の
観
光

地
を
訪
問
し
た
が
、
初
め
て
訪
れ

た
場
所
も
あ
り
、
改
め
て
球
磨
村

は
観
光
資
源
が
豊
富
だ
と
感
じ
た
。

現
在
約
80
名
の
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会

会
員
を
倍
増
さ
せ
、
球
磨
村
の
観

光
資
源
や
物
産
品
等
を
ど
ん
ど
ん

宣
伝
し
て
い
き
た
い
。」
と
い
う
今

村
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
桺
詰
村

長
が
近
況
報
告
を
交
え
な
が
ら
挨

拶
し
、
そ
の
後
、
議
事
に
移
り
ま

し
た
。
議
事
で
は
、
林
田
健
介
事

務
局
長
よ
り
事
業
報
告
及
び
会
計

報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は
、
各

出
席
者
よ
り
一
言
ず
つ
近
況
や
球

磨
村
観
光
の
感
想
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
後
、
会
員
は
「
一
勝
地

温
泉
か
わ
せ
み
」
に
宿
泊
し
、
翌

17
日
は
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
‘
く

ま
む
ら
’」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
球

磨
村
総
合
運
動
公
園
を
訪
れ
、
各

種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
故
郷
の

ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
堪
能
し
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
！

　

球
磨
村
で
は
、
今
年
７
年
目
と
な

る
「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
５
年
目

の
「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
４
年
目

の
「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
２
年
目

の
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
都
市
部

へ
の
ふ
る
さ
と
情
報
の
発
信
に
努
め

て
い
ま
す
。
会
員
拡
大
の
た
め
、
各

地
域
に
在
住
の
ご
親
族
や
友
人
の

方
な
ど
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
総

務
企
画
課
企
画
広
報
係
（
☎
３
２
‐

１
１
３
８
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は

厳
重
に
管
理
し
、
目
的
以
外
へ
使
用

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

祝杯をあげる九州カワセミ会の参加者 自己紹介をする会員のみなさん

九州カワセミ会　
里帰りツアーと第４回総会
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坂本くん・井本さん・山口さん優勝
秋季中体連陸上大会で球磨中生が大活躍

　

９
月
29
日
に
、
多
良

木
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
球
磨
人
吉
秋
季
中
体

連
陸
上
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

球
磨
中
学
校
は
、
陸

上
部
が
無
い
た
め
、
選

手
は
選
抜
で
出
場
し
、

選
手
と
応
援
に
全
校
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

強
豪
校
の
選
手
が
活

躍
す
る
中
、
１
年
生

の
坂
本
壮
真
く
ん
が

１
５
０
０
ｍ
で
優
勝
、

同
じ
く
１
年
生
の
井
本

恵
里
香
さ
ん
が
８
０
０

ｍ
で
優
勝
、
２
年
生

の
山
口
桃
香
さ
ん
が

４
０
０
ｍ
で
優
勝
す
る

な
ど
、
球
磨
中
生
も
大

活
躍
を
し
、
県
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

【
成
績
（
６
位
ま
で
の
入
賞
者
）】

（
敬
称
略
）

○
男
子

　

・
１
年　

１
５
０
０
ｍ

　
　
　

優
勝　

坂
本　

壮
真

　
　
　
　
　
　
　

４
分
41
秒
９

　

・
代
表　
　

４
０
０
ｍ

　
　
　

５
位　

平
尾　

絃

　
　
　
　
　
　
　

58
秒
６

○
女
子

　

・
１
年　

８
０
０
ｍ

　
　
　

優
勝　

井
本
恵
里
香

　
　
　
　
　
　
　

２
分
34
秒
５

　

・
２
年　

１
０
０
ｍ

　
　
　

４
位　

山
口　

桃
香

　
　
　
　
　
　
　

13
秒
７

　

・
代
表　

４
０
０
ｍ

　
　
　

優
勝　

山
口　

桃
香

　
　
　
　
　
　
　

62
秒
７

県
中
体
連
で
も
活
躍

　

10
月
16
日
・
17
日
に
行
わ
れ
た

県
中
体
連
陸
上
大
会
で
も
、
１
年

生
の
坂
本
壮
真
く
ん
と
２
年
生
の

山
口
桃
香
さ
ん
が
入
賞
す
る
活
躍

を
見
せ
ま
し
た
。

○
男
子　

１
年　

１
５
０
０
ｍ

　
　
　

２
位　

坂
本　

壮
真

　
　
　
　
　
　
　

４
分
27
秒
88

○
女
子　

代
表　

４
０
０
ｍ

　
　
　

３
位　

山
口　

桃
香

　
　
　
　
　
　
　

60
秒
71

800 ｍで優勝した
井本恵里香さん（1 年）

 100 ｍと 400m で活躍し
た山口桃香さん（2 年）

　

今
年
は
、
９
月
22
日
が
「
中
秋
の
名
月
」
と
な
り
、
村

内
各
地
で
十
五
夜
の
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
子
ど
も
会
で
は
、
午
後
６
時
に
山
口
公
民
館
に
保

護
者
と
子
ど
も
約
60
人
が
集
ま
り
、
保
護
者
が
「
わ
ら
」

で
練
っ
た
綱
で
、
子
ど
も
達
が
精
一
杯
綱
引
き
を
し
ま
し

た
。

　

保
護
者
か
ら
「
せ
ー
の
」
の
掛
け
声
が
か
け
ら
れ
る
と
、

子
ど
も
達
は
一
斉
に
綱
を
引
き
、
力
の
こ
も
っ
た
表
情
で

「
ヨ
イ
シ
ョ
！
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら

力
い
っ
ぱ
い
綱
を
引
い
て
い
ま
し

た
。

　

綱
引
き
が
終
わ
る
頃
に
は
、
辺

り
も
暗
く
な
り
中
秋
の
名
月
に
ふ

さ
わ
し
い
、
き
れ
い
な
「
満
月
」

が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

名月の下
もと

で十五夜の綱引き戦没者の冥福を祈り
球磨村三地区合同慰霊祭

　

10
月
19
日
、
石
の
交
流
館
や
ま
な
み
で
三
地

区
戦
没
者
遺
族
会
合
同
の
慰
霊
祭
が
、
各
地
区

の
遺
族
会
、
民
生
委
員
な
ど
が
参
列
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

浦
野
千
尋
実
行
委
員
長
が
、「
世
界
各
地
で

は
、
テ
ロ
や
紛
争
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お

り
、
我
々
が
望
む
平
和
な
世
界
の
到
来
ま
で
に

は
未
だ
遠
く
、
悲
惨
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

世
界
の
恒
久
平
和
と
御
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。」
と
祭
文
を
読
み
ま
し
た
。
続
い
て

桺
詰
恒
雄
村
長
、
柳
詰
正
治
村
議
会
議
長
、
松

永
重
宣
熊
本
県
遺
族
会
連
合
会
球
磨
支
部
長
が

慰
霊
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
導
師
の
読
経
の
な
か
、
参
列
し
た
遺

族
は
、
焼
香
し
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
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タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
６
時
間
の
記
録
に
挑
戦

２
０
１
０
く
ま
む
ら
６
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　

10
月
11
日
に
、
総
合
運
動
公
園

で
、
球
磨
村
ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
走
ろ
う
会
（
田
代
利
一
会

長
）
主
催
に
よ
る
、
６
時
間
耐
久

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
10
チ
ー
ム
、
92
名
が

参
加
し
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
、
一
周
１
㎞
の
コ
ー
ス
を
何
回

で
も
走
れ
、
６
時
間
で
チ
ー
ム
合

計
が
何
㎞
走
っ
た
か
に
挑
戦
す
る

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
、
当
日
は
、
秋

空
の
晴
天
に
恵
ま
れ
昼
間
は
汗
ば

む
ほ
ど
の
暑
さ
と
な
り
、
各
選
手

は
持
久
力
と
暑
さ
と
の
戦
い
に
な

り
ま
し
た
。
中
に
は
１
人
で
１
時

間
、
２
時
間
続
け
て
走
る
選
手
や
、

小
学
生
も
大
人
に
混
じ
っ
て
記
録

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
時
間
後
の
午
後
３
時
に
ピ
ス

ト
ル
の
合
図
で
終
了
し
、
チ
ー
ム

の
合
計
距
離
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
１
０
５
．
９
㎞
を
記
録
し
た

球
磨
工
業
高
校
陸
上
部
が
今
年
は

更
に
記
録
を
更
新
し
、
１
１
０
．

５
㎞
の
新
記
録
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
湯
前
町
か
ら
参
加
し
た
ス

タ
ミ
ナ
野
郎
チ
ー
ム
も
１
０
７
．

８
㎞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
記
録
を

更
新
し
ま
し
た
。

【
参
加
チ
ー
ム
の
紹
介
と
記
録
】

・
球
磨
村
青
年
団
（
球
磨
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　

７
９
．
７
㎞

・
御
薬
園
駅
伝
部
（
山
江
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
３
．
６
㎞

・
球
磨
工
陸
上
部
（
人
吉
市
他
）

　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
．
５
㎞

・
チ
ー
ム
舟
戸
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
９

　
　
　
　
　
　
　
（
人
吉
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

７
３
．
５
㎞

・
ス
タ
ミ
ナ
野
郎
（
湯
前
町
）

　
　
　
　
　
　
　

１
０
７
．
８
㎞

・
ス
タ
ミ
ナ
二
郎
（
湯
前
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
．
３
㎞

・
激
走
２
０
１
０
（
人
吉
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
．
７
㎞

・
お
っ
☆
サ
ン
ズ
（
人
吉
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
．
９
㎞

・
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｏ
（
球
磨
村
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
．
９
㎞

・
球
磨
村
走
ろ
う
会
（
球
磨
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
．
９
㎞タスキリレーをする

球磨工チーム

戦後強制抑留者の皆様へ

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金
の請求受付が、平成２２年１０月２５日（月）
から始まりました。
○ 対象者
　　�戦後強制抑留者で平成２２年６月１６日に

日本国籍を有するご存命の方
○ 請求受付期間
　　平成２２年１０月２５日
　　　　　　　　〜平成２４年３月３１日
○ �該当される方には、下記の基金から請求書

類が送付されます。まだ、お手元に届いて
いない方は、当基金にお電話ください。

【ご連絡・お問合せ先】
　独立行政法人平和祈念事業特別基金　
　事業部特別給付金担当
　０５７０−０５９−２０４（ナビダイヤル）

受付時間　平日９：００〜１８：００
（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

球磨村選挙管理委員会
委員長に西仁吾氏を選任

　球磨村選挙管理員会は遠原正臣委員長の退職に
伴い、１０月６日に選挙管理委員会を開催し、委
員長に西仁吾委員を、職務代理者に地下敏春委員
を選任しました。
　また、欠員となったため、新たに大無田喜一委
員を選任しました。

委員長
西仁吾 委員

職務代理者
地下敏春委員

大瀬キヨ子委員 大無田喜一委員
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こがね保育園 渡保育園可愛い園児に笑顔がいっぱい
渡保育園とこがね保育園で運動会

　

９
月
19
日
、
渡
保
育
園
（
上
田
博
孝
園
長
）
と
こ
が
ね
保
育
園
（
中
井
久
美
園
長
）
の
運

動
会
が
開
催
さ
れ
保
護
者
、
地
域
の
方
々
が
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
公
園
の
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
た
渡
保
育
園
の
運
動
会
で
は
、
園
児
の
踊
り
や
か

け
っ
こ
に
保
護
者
の
応
援
も
力
が
入
り
、
一
輪
車
の
演
技
で
は
手
を
差
し
伸
べ
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

一
勝
地
小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
た
こ
が
ね
保
育
園
の
運
動
会
で
は
、
マ
ッ
ト
運
動
や

跳
び
箱
も
上
手
に
で
き
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は
規
律
正
し
い
通
常
点
検
も
行
わ
れ
、
園
児

の
可
愛
い
姿
に
笑
顔
の
絶
え
な
い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
、
球
磨
郡
市
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
の
出
前
研
修

会
が
高
沢
地
区
の
多
目
的
集
会
所

（
旧
高
沢
説
教
所
）
で
開
催
さ
れ
、

球
磨
郡
市
の
社
会
教
育
委
員
約
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
協
議
会
の
高

見
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
桺
詰
村

長
が
「
隠
れ
念
仏
の
里
、
高
沢
に

お
い
で
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
球
磨
村
は
昨
年
４
月
に
79
行

政
区
を
21
行
政
区
に
再
編
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
再
編
を
し
た
成

果
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
社
会
教
育
の
役
割
が
大
変

重
要
で
あ
り
、
地
域
に
あ
っ
た
社

会
教
育
、
地
域
づ
く
り
又
は
、
人

づ
く
り
を
基
に
し
た
活
動
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
の
更
な
る
充

実
と
発
展
を
念
願
を
し
ま
す
。」
と

歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
永
社
会
教
育
係
長

が
球
磨
村
の
社
会
教
育
計
画
に

沿
っ
て
実
践
発
表
を
し
た
後
、
球

磨
村
文
化
財
保
護
委
員
の
高
澤
喜

純
さ
ん
が
『
隠
れ
念
仏
の
里　

信
仰
の
火
な
お
熱
く
』
の
題
で
講

演
を
し
、
権
力
か
ら
禁
止
さ
れ
た

浄
土
真
宗
（
一
向
宗
）
を
隠
れ
て

信
仰
し
て
い
た
こ
と
や
、
現
在
も

高
沢
地
区
と
山
江
村
山
田
地
区
を

「
み
ょ
う
ご
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
掛

け
軸
と
、「
れ
ん
に
ょ
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
画
像
を
、
交
換
し
送
迎
す

る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
隠
れ
念
仏
に
ま
つ
わ
る
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

隠
れ
念
仏
の
里
で
研
修
会

郡
市
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
「
出
前
研
修
会
」

講演をする文化財保護委員の高沢さん
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特集 「球磨村文化協会」　シリーズ⑤

★次回もサークルをご紹介いたします。
（問い合わせ先）球磨村文化協会事務局（球磨村教育委員会内）☎３２−１１１７

今回は、球磨村文化協会の「大正琴サークル」と「陶芸サークル」をご紹介します。
活動内容を少しだけご紹介しますので、興味のある方、又は是非参加したい方はご連絡をお待ちしています。
お気軽に代表者、または文化協会事務局へご連絡下さい。

◆大正琴サークル　　平成２２年度会員
　　　　　　　　　　　　　　　　　現在１０名

　私達、大正琴サークルは、現在１０名の会員で、毎月第２・
第４火曜日に球磨村振興センターにおいて、枝村先生に御指
導して頂き、楽しく習っています。
　１回でも休んだら、遅れてしまうので大変です。でも、物
忘れをしないように頑張っています。
　皆さんも、楽しい大正琴に加入されませんか。
お待ちしています。　会員より。

◆陶芸サークル　　平成２２年度会員、現在６名

　「自分のコーヒーカップや飯茶碗を作ってみたい」以前、旅
先等で見た焼物に興味を抱いていた私は、いつか自分でも陶芸
をやってみたいと思っていました。
　２００２年４月に球磨村に住むようになった翌年、ご近所の
方の誘いもあって、現在の陶芸サークルを見学させて頂いて、
当時代表の竹下清輝さんのお話を伺って入会致しました。
　好みの粘土を選び、捏ねて成形や彫刻し素焼き。そして、釉
薬の色を選んで絵付、彩釉を施し本焼き。
　想像もつかない色や光沢を帯びた作品に一喜一憂する時、想わぬ感動のひと時を過ごせます。
　かわせみ物産館や球泉洞売店で展示・販売をさせて頂いて、村内外から訪れた人々にも自分の作品
の発表も出来ます。ご自分の家族や親しい方に器を作って差し上げてはいかがでしょうか。焼物を通
して新たな愛や友情が生まれるかも‥‥‥。
　是非入会して、皆さんの隠された才能を発見されることを実感していただきたいと思っています。

陶芸サークル　　
　代表　秋山　六郎　☎３３−０７２８

大正琴サークル　
　代表　鵜口　ツヤ子　☎３３−０９２１
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電源開発株式会社からのお知らせ

瀬戸石ダム護岸根固め補修工事等に伴う水位低下について

町 道 川 嶽 線 ・ 時 間 通 行 止 め の お 知 ら せ

　瀬戸石ダムでは、水位を低下して計画的に護岸根固め補修工事を実施することにしています。本年度
の工事内容及び実施時期等を下記のとおり計画しましたので、お知らせします。

【工事の内容】
　１．護岸根固め補修（芦北町道側）
　　　今回の護岸根固め補修は２箇所についてコンクリート等により補修をします。
　　　�なお、工事中は町道の一時通行止め等でご迷惑をかけますが、現地掲示板等でお知らせしますの

で、ご協力をお願いします。

【実施時期】　平成２２年１１月１５日（月）　〜　平成２３年２月２８日（月）
　（貯水池の状況）
　　　●１１月１５日（月）〜１１月２１日（日） ： 水位が徐々に下がります。
　　　●１１月２２日（日）〜　２月２３日（水） ： 元の川の状態に近くなります。
　　　●　２月２４日（木）〜　２月２８日（月） ： 水位が徐々に上がります。

　芦北町道川嶽線におきましては、本年度下半期に時間通行止めを実施しながら、瀬戸石ダム調整池の
護岸根固め補修工事を施工する予定としています。
　地域の皆様には、何かとご不便ご迷惑をおかけしますが、なにとぞご理解ご協力を賜りますよう、よ
ろしく願いします。

時間通行止期間　平成２２年１１月２２日（月）〜平成２３年２月２３日（水）

　但し、日曜日と年末年始【平成２２年１２月２７日〜平成２３年１月１０日】は終日通行できますが、
雨天等により工事の遅延があり、やむなく日曜日に時間通行止を行う場合は、別途皆様にご連絡申し上
げます。
　また、平日でも工事の状況によりましては、通行できる日もあります。

通行止時間

　　８時３０分〜１０時００分
　１０時１５分〜１２時００分
　１３時００分〜１５時００分
　１５時００分〜１７時００分

解除時間（通行できる時間）

　　８時３０分まで
　１０時００分〜１０時１５分
　１２時００分〜１３時００分
　１５時００分〜１５時１５分
　１７時００分〜（翌朝）８時３０分

（お問合せ先）　電源開発株式会社　　南九州電力所　（０９６６−２４−３１００）

時間通行止めの箇所

神 

瀬 

橋
球磨川

←八代 国道２１９号 人吉→

JR肥薩線
ここです 上 原

方 面
内木場
方 面

吉 尾
方 面

瀬
戸
石
ダ
ム
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平成２２年度　インフルエンザ予防接種についてお知らせ
今シーズンのインフルエンザワクチン
・�今季のインフルエンザワクチンは、季節性と新型が混合されたワクチンです。
　�重症化防止には有効な手段のひとつですが、接種すれば必ずかからないわけではありませんので、日頃か

ら体調管理や予防に心がけましょう。
・�接種後、非常にまれではありますが、重篤な副反応を引き起こす場合がありますので、持病のある方は医

師と相談して受けてください。

予防接種を受けるには・・年齢によって受け方や料金が異なります。
６５歳以上の方

　村指定の予診票を使い、自己負担金を支払って、集団接種か個別接種（球磨村診療所のみ）で受けていた
だきます。

６４歳以下の方

　希望する医療機関で、接種料金を支払い、個別接種のみで受けていただきます。

６５歳以上の方の集団接種
【実施日程】下記の表のとおり、１０会場にて実施します。
　　　　　　人数調整のため地区を振り分けていますので、ご協力お願い致します。　　　
日　程 場　所 対象となる班名

渡多目的
集会施設

１１月　９日（火） 小川、舟戸、茶屋、椎屋

１１月１８日（木） 峯、島田、鵜口

１２月　２日（木） 内布、山口、地下、今村、大無田、大久保、千津

１２月１６日（木） 水篠、糸原、立野、境目、大槻

かわせみ
別館

１１月　２日（火） 野々原、中屋、中津、黄檗、吐合、日隠、中渡、岳本、黒白

１１月３０日（火） 宮園、橋詰、柳詰、松舟、田代、池下、淋、大坂間、告

生活改善
センター

１１月１１日（木） 松谷、那良、那良口、毎床、俣口、茂田、遠原

１２月　７日（火）
岡、浦野、板崎、中園、田頭、馬場、蔵谷、坂口、高沢、横井、沢見、
友尻、向淋、松本、小谷

神瀬多目的
集会施設

１１月　５日（金） 蔀、和田、堤岩戸、神一区、神二区、四蔵、永椎、日当、大岩、大瀬

１１月２５日（木） 木屋角、上原、松野、箙瀬、伊高瀬、上蔀、多武除、楮木、川島

【対 　 象 　 者】接種日に６５歳に達している方で、お申込いただいた方

【受 付 時 間】午後１時３０分から２時まで

【接種開始時間】午後２時から５時位まで 

【自 己 負 担 金】１，４００円（生活保護の方は無料です。）

【接 種 回 数】１回

【予 　 診 　 票】�１０月２５日の回覧文書にて、区長様を通じて配布しますので、接種日当日、記入して持

参下さい。
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６５歳以上の方の個別接種
【接種できる医療機関】球磨村診療所のみ。
【対象者】接種日に６５歳に達している方
　　　　　接種日に６５歳に達している方、
　　　　　接種日に６５歳に達している方で、身体障害者手帳１級の方
　　　　　�接種日に６０歳以上６４歳未満の方で、心臓、腎臓又は呼吸器等の障害による身体障害者手帳　

１級に該当する方
【接種期間】平成２２年１１月１１日（木）〜平成２３年２月末日まで
　　　　　（�ただし、接種期間中でもワクチンがなくなり次第終了することがあります。）
【自己負担金】２，４００円（生活保護の方は無料です。事前に役場へお問い合わせ下さい。）
　　　　　　　身体障害者手帳１級の方は、手帳を提示すると１，４００円
【接種回数】１回
【申し込み】球磨村診療所（３２−０３７７）へ直接お申込下さい。予診票は球磨村診療所にあります。
＊入院中または施設に入所している方で、接種を希望される場合はお問い合わせ下さい。

６４歳以下の方の予防接種 ・・個別接種のみ。

【実施医療機関】
　　接種を希望する医療機関に、直接お問い合わせ下さい。
【接種回数・料金】

６４歳以下の方の予防接種の補助について
　�　インフルエンザの予防接種を受けられた６４歳以下の方で、補助金申請されますと、１回あたり

１，０００円の補助が受けられます。
　（生活保護の方は全額補助ですが、一旦接種料金をお支払い後、申請して下さい。）
【補助対象接種期間】
　　平成２２年１０月１日〜平成２３年２月２８日の間に接種を受けられた方
【申請受付期間】
　　平成２２年１１月１日〜平成２３年３月１０日まで
【申請手続き】
　�　インフルエンザ予防接種を受けられた方は、医療機関が発行した予防接種済証、印鑑、振込口座の通帳

をお持ちになり、健康衛生課窓口で申請して下さい。

（お問い合せ先：役場　健康衛生課　保健予防係　電話３２−１１３９）

接　種　回　数 接種料金（人吉市・球磨郡医師会の医療機関）

１３歳以上の方　１回
１３歳未満の方　２回
＊�１歳未満の接種については、
　かかりつけ医にご相談下さい。

１回目　３，６００円
２回目　２，５５０円

（１回目と異なる医療機関で受ける場合は３，６００円）
＊�人吉・球磨郡以外で受けられた場合、料金が異なる場合が　

あります。
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

　「球磨村地域子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティ
さんもどうぞお気軽においでください。お待ちしています。

　�　「陽だまり」
行事予定 11 月

２日 ( 火 )
　陽だまりサロン 
４日 ( 木 )
　3 〜 4、8 〜 9 ヶ月健診
９日 ( 火 )
　陽だまりサロン
１３日 ( 土 )
　りんごの木サークル
２０日 ( 土 )
　ベビーマッサージ
２６日 ( 金 )
　ママ誕生会

　去る９月２８日に祖父母教室を開催　大瀬敏克先生を招き、講演をして頂きました。
　ネパールの話を交えながらの講演内容に物的環境に恵まれている日本人、感謝することも忘れ、当た
り前という気持ちで過ごしている現状に改めて“心の教育”の重要性を感じました。
　又、ふれあい遊びでは、ＭＹ箸作りに挑戦、子どもと夢中になって取り組まれ“世界に一つだけの箸”
の出来上がり !!　ＥＣＯの時代です。職員手作りの箸袋に入れて持ち歩き、物、資源を大切にする気持
ちを大人も子どもも身に付けたいものです。
　最後は食育講座として、地域の伝承料理を紹介、今回は「山菜おこわ・つぼん汁・なます」をみんな
で頂きました。
　ちょっぴりハードスケジュールとなりましたが、充実したひと時を過ごすことができました。

※�　来る１１月１３日（土）ＰＭ５：００〜球磨村子育て創生事業の一環としてＤＯＹＯ組コンサート
を計画しています。

　　無料ですので、どなたでもお気軽にご来園下さい。お待ち申し上げます。

《3～4、8～9ヶ月健診》

《陽だまりサロン》

「楽しかった祖父母教室　」　　　＝こがね保育園＝

かわいい球磨村の赤ちゃんが
集まりました。

笑顔いっ
ぱい！

とってもにぎやかなサロンです。
毎回はじめての方もいらしてますよ！

大根と高菜の種を植え
ました。

梨パイを作りまし
た。もちろん梨は、
球磨村産 !!

看護師による育児講座。
質疑応答も盛んです。

はじめまし
て。よろし
くね！

《赤ちゃんこんにちは》
赤ちゃんと一緒に楽し
く過しています。
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　9 月 27 日午前 7 時から、総合運動公園「さ
くらドーム」周辺と神瀬地区グラウンドゴ
ルフ場の 2 箇所にて、球磨村老人クラブ連
合会（香月千松会長）の会員の方々が、除
草作業を実施しました。
　この作業は、老人クラブが展開する「健
康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動で取り
組まれているもので、9 月に全国一斉に行
なわれた「社会奉仕の日」に合わせ、全ク
ラブ参加のもとに取り組まれました。

自分達の手できれいに

テーマ　　かぼちゃ

　12 月22日の冬至に南瓜を食べる習慣があるのはなぜでしょう。
　ほとんどの種類が夏に収穫されますが、３〜４ヶ月貯蔵す
るとデンプンが糖分に分解されて美味しくなるので、 秋から
冬にかけての方が旬であると言えます。
　また、「冬至に南瓜を食べると風邪をひかない」・「南瓜の黄
色が太陽の力が弱る日（冬至）に人々を災いから守り、裕福
にしてくれる」・「運盛りといい縁起をかつぐ」などいろんな
説があります。
　南瓜には、ビタミンＡやカロチンが豊富に含まれているの
で、粘膜を保護し風邪を予防してくれる働きがあります。ま
た南瓜に含まれるβカロチンは油で調理すると、より体に吸
収されやすくなります。

（余談）
　運盛り・・「いろはにほへと」の 47 音が「ん」終わること
から「ん」が物事の終わりを表しており、一陽来復の願いも
込められているのです。また、南瓜は書いて「なんきん」と
言われています。「なんきん」「れんこん」「にんじん」「ぎんなん」

「かんてん」「うんどん（うどん）」を冬の七種（ななくさ）と
言うらしいです。どうしてだと思いますか。
　答えは、「ん」が 2 つ付く食べ物だから運を沢山とりこめる
からだそうだす。

（栄養士　中山千絵）　
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜 100％の確率で、「笑う」・「泣く」・「楽しむ」の３つを体感したいあなたへ！〜
青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)

　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http://k-ypa.  net/i/

　毎年、６月下旬か７月上旬に開催される文化祭ですが、今年は口蹄疫感染予防の為、９月に開催されました。
　くまむら青年団もメンバーは少ないながらも、ステージ部門・展示部門・役員など一生懸命頑張りました！

○意見発表○
　�　今年は、犬童翔一郎君が「今後の青年団在り方について」と題して、青年団活動に気軽に参

加できるように知恵を出し合い、みんなで時代に即した新しい青年団をつくっていくことが私
の目標ですと熱く述べました。犬童君が普段考えている青年団についての想いが多くの人に伝
わったと思います。

○郷土芸能（住吉谷ヤッコ）○
　�　神瀬地区に伝わる『住吉谷ヤッコ〜鞍馬下り〜』を演じました。２年目となる今年は、昨年と演じる役を変え

て挑戦しました！鎌倉時代前後を背景にしていますので、セリフも普段使わない言葉や、歌や踊り等もあるので
大変難しかったのですが、ヤッコ保存会のご指導のもと、練習を積み重ね本番では最高の演技ができました。

○ダンス○
　�　くまむら青年団は毎年出場しているダンス。今年は男４人女４人計８人がダンスを披露しま

した。曲は「ＳＴＵＣＫ」というヒップホップな曲に挑戦しました。早いテンポで難易度が高く、
練習ではビデオ録画し何度も振りの確認などを徹底的にしました。本番は
メンバーだけでなく会場が一体となり気持ちよく踊ることができました。

○のど自慢○
　�　文化祭の種目では比較的に参加しやすいのど自慢。球磨村からは２組が出場しました。１組目は大岩君がヒル

クライムの春夏秋冬を原さんのピアノ伴奏に合わせ歌いました。もう１組は球青協会長の中渡君です。中渡君は
ピンクレディーのＵＦＯを１人でしかも振り付き、極め付けは銀色の衣装を身にまとって歌い会場を沸かせまし
た！（本ページ左上写真参照）２組とも素晴らしい歌声と伴奏でした♪

○最後に○
　�　文化祭の練習は週５日というハードスケジュールで取り組みました。仕事が終わった後で体力的にもきついですが、

文化祭練習期間は青年団活動の中で一番充実しており、やりがいがあるので一番楽しい期間です。活動を通して絆
や親近感がより深くなり、次への大きなステップとなります。みなさん！球磨村の若者は頑張ってますよ〜 !!

１１月にある全国大会に出場します。資
金集めの為ラーメン等販売していますの
でご協力お願いしますm(__)m

※メンバー紹介はお休みしました。
　また来月号をお楽しみください。

ＵＦＯ♪

今月は 文化祭 特集

第46回球青協文化祭
9月11日㈯12日㈰に須恵文化ホールにて開催される

ＨＰが復活しまし
た。文化祭の記事写
真等をおもしろく掲
載しています！
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　　　　　　　　　　　　　　　11　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆�旧第二小学校校
舎活用説明会

 （毎床公民館）

2
◆インフルエンザ
　集団予防接種
（�13:30 かわせみ
別館）

3 文化の日
◆�一勝地阿蘇神社
奉納剣道大会

4
◆�3ヶ月、8ヶ月児
健診（13:00 渡多）
◆�旧第二小学校校
舎活用説明会
 （�大無田林業セン
ター）

5
◆インフルエンザ
　集団予防接種
　（13:30　神多）
◆�旧第二小学校校
舎活用説明会

 （旧第二小図書室）

6
◆�第6回くまっ子
リーダー体験塾

7
◆�一勝地阿蘇神社奉納
ソフトボール大会
◆�一勝地婦人会ソフ
トミニバレー大会

◆第7回やまびこ運動会

8 9
◆インフルエンザ
　集団予防接種
　（13:30 渡多）

10
○�区長文書発送
　（�広報お知らせ版
発行）

11
◆インフルエンザ
　集団予防接種
（13:30　改セ）

12
◆球磨村弓道大会

13

14
◆�体育協会ゴルフ
大会

15 16 17 18
◆献血（午前：改セ）
（�午後：ＪＡ球磨
村店）
◆インフルエンザ
　集団予防接種
（13:30　渡多）

19 20

21 22 23 勤労感謝の日 24 25 
○区長文書
（広報くまむら）
◆インフルエンザ
　集団予防接種
（13:30　神多）

26 27 

28 29 30
◆インフルエンザ
　集団予防接種
（�13:30 かわせみ別館）

※〔改セ〕＝生活改善センター、〔渡多〕＝渡多目的集会施設、〔神多〕＝神瀬多目的集会施設、〔やまなみ〕＝石の交流館「やまなみ」
　 〔かわせみ〕＝一勝地温泉かわせみ、〔渡小〕＝渡小学校、〔一小〕＝一勝地小学校、〔球中〕＝球磨中学校、〔運公〕＝総合運動公園
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す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

10月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 3 4  △  2 △  1 4

人　口（人） 4 , 5 51  △  1 2 △  9 1

男　（人） 2 ,16 6  △  7 △  3 8

女　（人） 2 , 3 8 5  △  5 △  5 3

お
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い
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竜　

太
鵜　

口

球磨村情報通信施設整備工事についてのお知らせ 
球磨村では、光ファイバー網による情報通信施設を整備中です。

　現在、家屋の軒下までの引き込み工
事を実施していますが、「テレビジョ
ン放送再送信サービス」及び「インター
ネット接続サービス」の申込書を提出
された世帯に、変換器等の機器を設置
するための宅内工事を１０月末より開
始します。
　宅内工事を実施するにあたっては、
対象世帯へご連絡したうえで、作業員
が訪問しますので、ご協力をよろしく
お願いします。
　なお、村で整備を行う部分（右図参
照）について、各世帯から工事費等を
徴収することはありません。

※�「インターネット接続サービス」の利用を申し込まれている皆様は、パソコン等機器の設置場所について、
宅内工事の前にあらかじめご検討ください。

※�「データ通信用変換器」及び「テレビ信号用変換器」には、それぞれ電源が必要となりますので、コンセ
ントの位置等もあわせてご検討ください。

お問い合せ：球磨村役場　総務企画課　企画広報係　☎３２−１１３８

宅内工事（機器設置工事）がはじまります！
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